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主な内容 ● ３月定例会・第３回臨時会  ……………………２～４

● 一般質問  …………………………………………５～１1

●  一口メモ・議会の動き・くろ潮  ……………………１２
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みなみいず議会だより No.２１ ２００５年(平成１７年）５月９日

１６年度予算１７年度予算会　計　区　分１６年度予算１７年度予算会　計　区　分

 ４２１，０７３ ４２５，５２７公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 予 算 ４，９２５，０００ ４，２４３，０００一 般 会 計 予 算

 ２５，６４６ ２２，２７１子 浦 漁 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 予 算 １，２５４，２２５ １，２９６，２８４国民健康保険特別会計予算

 ２０，１５９ ２０，９２１中 木 漁 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 予 算 １，２６０，８２５ １，３５２，４０６老 人 保 健 特 別 会 計 予 算

 ２０９，７２５ ９２，１４２妻 良 漁 業 集 落 環 境 整 備 事 業 特 別 会 計 予 算 ６３０，２５４ ６７１，５２５介 護 保 険 特 別 会 計 予 算

 １，１８９ １，０７１南 上 財 産 区 特 別 会 計 予 算

 １３２ １２７南 崎 財 産 区 特 別 会 計 予 算

 ８，９４８ ８，９４８三 坂 財 産 区 特 別 会 計 予 算

 ８，７５９，２３６ ８，１３４，２２４小　　　　　計 ２，０６０ ２土 地 取 得 特 別 会 計 予 算

１６年度１７年度

２７７，４８０２７５，８２４水 道 事 業 収 益（収入）

水 道 事 業 会 計 予 算
２８７，０７７２９７，９０８水 道 事 業 費 用（支出）

２３９，２００１７７，５５３資 本 的 収 入（収入）

３４３，５３４２９０，９０５資 本 的 支 出（支出）

��������	
��
���������������

��������������������	
������������	
��（単位：千円）（単位：千円）

　

三
月
二
十
九
日
第
三
回
臨

時
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
町
長
か
ら
、
定
例
議

会
に
提
案
し
た
施
政
方
針
の

内
、
地
区
懇
談
会
に
関
す
る

部
分
の
訂
正
文
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。三
月
定
例
議
会
で
、

一
般
会
計
な
ど
が
否
決
さ
れ

た
事
を
受
け
、
修
正
さ
れ
た

平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
予

算
・
条
例
改
正
二
件

・
意
見
書
二
件
の
七
議
案
が

上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
意

見
書
を
含
む
七
議
案
が
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
回
臨
時
会

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

施
政
方
針

 

一
部
訂
正

　

地
区
懇
の
趣
旨
が
合
併
の

説
明
情
報
提
供
と
な
っ
て
い

た
も
の
を
、
自
律
の
町
づ
く

り
を
目
指
し
財
政
事
情
や
諸

問
題
を
町
民
に
情
報
提
供
説

明
責
任
の
場
と
す
る
。

一
、
町
民
本
位
の
町
政
と
い
い
な

が
ら
町
民
に
対
す
る
説
明
責

任
を
果
た
し
て
い
な
い
。

一
、
議
会
と
行
政
は
車
の
両
輪
と

何
度
も
公
言
し
て
き
た
が
、議

会
軽
視
や
議
会
無
視
を
重
ね

て
き
た
。

一
、
合
併
に
対
し
て
は
、
政
治
家

と
し
て
退
路
を
絶
っ
て
臨
む

と
発
言
し
た
の
に
、
法
定
協

議
会
立
ち
上
げ
の
住
民
投
票

を
特
権
で
行
い
、
そ
の
結
果

町
民
に
否
決
さ
れ
て
も
反
省

も
な
く
、
責
任
も
と
っ
て
い

な
い
。

一
、
こ
れ
ま
で
の
政
治
姿
勢
と
能

力
の
欠
如
か
ら
し
て
、
自
律

の
町
づ
く
り
を
推
し
進
め
て

行
く
の
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�

三
月
定
例
会

�
�
�
�
�

　

平
成
十
七
年
三
月
定
例
議

会
は
、
三
月
八
日
か
ら
三
月

十
八
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

定
例
議
会
に
は
、
平
成
十
七

年
度
南
伊
豆
町
一
般
会
計
予

算
な
ど
四
十
四
議
案
の
他
、

意
見
書
一
件

・
議
員
発
議
の
条
例
改
正
二

件・
南
伊
豆
町
長
辞
職
勧
告
決

議
の
四
議
案
が
追
加
さ
れ
審

議
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、・
平
成
十
七
年
度
南
伊
豆

町
一
般
会
計
予
算
・
平
成
十

七
年
度
南
伊
豆
町
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算
が
賛

成
少
数
で
否
決
さ
れ
、
そ
の

他
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
南

伊
豆
町
長
辞
職
勧
告
決
議
は
、

八
対
二
で
可
決
し
ま
し
た
。
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みなみいず議会だより No.２１ ２００５年(平成１７年）５月９日

財　源　内　訳計補正額補正前の額会　計　区　分

国県支出金 △３０，９９９
地　方　債 △６，５００
そ　の　他 １７，２３３
一 般 財 源 △６２，０２０

 ４，８０２，２０７ △８２，２８６ ４，８８４，４９３一 般 会 計 補 正 予 算　（第９号）

国県支出金 △２，６６９
そ　の　他 １４，５９３
一 般 財 源 ２，１６９

 １，２５５，０６９ １４，０９３ １，２４０，９７６国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 補 正 予 算　（第２号）

国県支出金 ６，６７０
そ　の　他 １９，０９６
一 般 財 源 １，３３４

 １，５１９，４０５ ２７，１００ １，４９２，３０５老 人 保 健 特 別 会 計 補 正 予 算　（第３号）

国県支出金 １６，４２０
そ　の　他 ７，７４９
一 般 財 源 ２７，２１３

 ６８６，８４６ ５１，３８２ ６３５，４６４介 護 保 険 特 別 会 計 補 正 予 算　（第２号）

そ　の　他 ２，０００
一 般 財 源 △３，７７１

 ４１５，１２１ △１，７７１ ４１６，８９２公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 補 正 予 算　（第２号）

そ　の　他 ２，３５４ ２１３，０７９ ２，３５４ ２１０，７２５妻 良 漁 業 集 落 環 境 整 備 事 業 特 別 会 計 補 正 予 算 　（第２号）

計補正予定額既決予定額

２７３，２０７△４，４１５２７７，６２２（収入）水 道 事 業 収 益

水道事業会計補正予算 （第２号） ２８６，０７７△７，２０４２９３，２８１（支出）水 道 事 業 費 用

２７６，４２７△　８８２３４７，９５６（支出）資 本 的 支 出
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・
法
改
正
に
伴
う
記
述
訂
正
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・
消
防
団
員
の
定
数
を
三
九
六

人
か
ら
三
一
〇
人
に
改
正
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・
西
伊
豆
町
・
賀
茂
村
の
合
併

に
伴
う
内
容
改
正
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・
合
併
に
伴
う
市
町
村
構
成
の

変
更
に
よ
る
改
正
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・
西
伊
豆
町
・
賀
茂
村
の
合
併

に
伴
う
内
容
改
正
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・
下
田
市
の
収
入
役
廃
止
に
伴

う
内
容
改
正
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条
例
・
規
約
の
制
定
・
改
正

条条
例
・
規
例
・
規
約
の
制
定
・
改
正

約
の
制
定
・
改
正



みなみいず議会だより No.２１ ２００５年(平成１７年）５月９日
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�

�
�
�
�
�
�
�

・
議　

員　

　

月
額
十
八
万
七
千
円

 

↓
十
六
万
八
千
円

・
議　

長　

　

月
額
二
十
七
万
三
千
円

 

↓
二
十
四
万
五
千
円

・
副
議
長　

　

月
額
二
十
万
八
千
円

 

↓
十
八
万
七
千
円

・
常
任
委
員
長　

　

月
額
十
九
万
五
千
円

 

↓
十
七
万
五
千
円
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�

�
�

・
次
回
一
般
選
挙
よ
り
、
定
数

を
十
一
人
に
す
る
も
の
。

南
伊
豆
町

　

三
坂
財
産
区
管
理
会
委
員
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�
�
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・
収
入
役
の
あ
り
方
、
廃
止
に

つ
い
て

・
機
構
改
革
案
に
つ
い
て

・
入
札
制
度
と
各
課
の
役
割
分

担
・
情
報
公
開
条
例
と
改
正
の
趣

旨
・
町
民
へ
の
情
報
提
供

・
施
政
方
針
の
中
で
合
併
の
説
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�
�
�
�
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�
・
伊
豆
地
域
農
業
振
興
に
お
い

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
農
業
試
験
場
南
伊
豆
分
場

の
体
制
強
化
充
実
を
求
め
る

も
の
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�

・
職
員
の
給
与
体
系

・
施
政
方
針
と
地
区
懇
の
あ
り

方
・
行
財
政
改
革
推
進
に
係
わ
る

町
長
の
考
え

・
天
神
原
ツ
ツ
ジ
公
園
整
備

・
住
宅
耐
震
助
成
事
業

・
入
札
指
名
業
者
の
指
名
及
び

指
名
停
止

・
青
野
川
ハ
ゼ
釣
大
会
・
市
之

瀬
ハ
ス
田
の
費
用
対
効
果

・
公
共
下
水
道
事
業
認
可
と
財

政
見
通
し
と
下
賀
茂
地
区
の
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�
�
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�

�
�
�
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�

・
町
長
給
料

　

月
額
六
十
四
万
八
千
円

 

↓
六
十
一
万
五
千
円

・
助
役
給
料

　

月
額
五
十
五
万
三
千
円

 

↓
五
十
二
万
五
千
円

・
収
入
役
給
料

　

月
額
五
十
一
万
五
千
円

 

↓
四
十
八
万
九
千
円
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�

�
�
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�

�
・
教
育
長
給
与

　

月
額
五
十
万
三
千
円

 

↓
四
十
七
万
七
千
円
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一
、
イ
ル
カ
の
生
態
・
生
息

域
・
頭
数
な
ど
被
害
拡
大

防
止
に
関
す
る
調
査
研
究

と
漁
業
調
整

一
、
イ
ル
カ
食
害
被
害
に
つ
い

て
実
態
調
査
の
実
施

一
、
漁
業
被
害
に
対
す
る
助
成

措
置

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�

一
、
違
反
操
業
に
対
す
る
取
り

締
ま
り
及
び
罰
則
の
強
化

一
、
沿
岸
一
本
釣
漁
業
に
配
慮

し
た
操
業
方
法
、
禁
止
区

域
の
設
定
等
操
業
制
限
の

見
直
し

明
と
あ
る
地
区
懇
の
修
正

・
武
道
館
・
体
育
施
設
使
用
料

に
つ
い
て

・
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
採

用
調
査
に
つ
い
て

・
敬
老
祝
金
に
つ
い
て（
他
）

���

�

�

�

��
�

�

�

�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�

�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

���

�

�

�

��

�

�

�

�

　
　

南
伊
豆
町
入
間
一
二
六
〇

　
　
　
　
　
　

�

野
一
男
さ
ん

個
人
・
大
口
ホ
テ
ル
の
加
入

見
通
し（
他
）

町
長
に
聞
き
ま
し
た

�
�
�
�
�
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�
�　

毎
回
最
初
に
「
県
庁
に

何
回
行
か
れ
ま
し
た
か
」
と
聞

い
て
い
ま
す
。回
数
と
内
容
は
、

会
議
の
つ
い
で
だ
と
思
う
が
、

行
っ
て
会
っ
て
き
た
部
署
は
。

�
�　

前
向
き
な
自
分
か
ら

清 水 清 一議員

�
�　

３
回
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

月　

日
、
総
務
部
長
、
福
祉

１２

２０

部
長
、
財
政
総
室
長
。
１
月　
１３

日
名
刺
交
換
。
２
月　

日
、
過

１８

疎
地
帯
自
立
促
進
法
の
議
長
。

企
業
局
へ
で
す
。

�
�　

閉
園
後
、
町
で
も
観
光

�
�　

助
役
が
地
域
環
境
活
性

化
委
員
会
の
一
員
と
し
て
、
今

は
相
手
の
出
方
を
見
る
。

�
�　

南
伊
豆
町
の
将
来
像
、

町
長
と
し
て
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
。

�
�　

施
政
方
針
で
今
年
度
の

取
り
組
み
を
、
地
区
懇
談
会
等

は
こ
れ
か
ら
積
極
的
に
押
し
進

め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
を
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

�
�　
　

月
議
会
で
、
最
低
十

１２

三
ヵ
所
以
上
で
や
る
と
い
う
話

を
言
わ
れ
た
。
日
程
ぐ
ら
い
は

お
教
え
で
き
ま
す
か
。

行
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
い
。

何
か
お
か
し
い
、
県
庁
に
行
く

の
は
当
然
だ
と
思
い
ま
す
し
、

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

閉
園
し
１
年
以
上
た
つ
ジ
ャ

ン
グ
ル
パ
ー
ク
跡
地
に
つ
い
て

町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ど
う

し
て
い
く
つ
も
り
な
の
か
。

の
町
と
い
う
こ
と
で
駐
車
場
の

賃
貸
を
結
ん
だ
り
し
て
そ
の
場

し
の
ぎ
と
い
う
よ
う
な
形
で
や
っ

て
き
た
が
、
す
べ
て
そ
う
い
う

賃
貸
も
去
年
の
３
月
末
に
岩
崎

産
業
と
の
間
で
ゼ
ロ
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
岩
崎
産
業

と
い
う
相
手
が
あ
る
の
で
、
町

側
が
そ
れ
を
ど
う
し
よ
う
と
い

う
、
こ
れ
は
以
前
か
ら
要
請
し

て
き
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

そ
う
い
う
計
画
は
今
の
と
こ
ろ

立
て
る
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�
�　

ま
だ
決
め
て
な
い
と
い

う
の
が
答
え
だ
。

�
�　

自
律
の
町
、
南
伊
豆
で

い
く
ん
で
し
た
ら
、
そ
れ
を
町

民
に
説
明
し
て
歩
い
て
予
算
編

成
し
て
も
よ
か
っ
た
。

　
　

月
か
ら
こ
れ
ま
で
の
行
動

１２
は
、
町
民
へ
の
説
明
責
任
を
果

た
し
て
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す

が
。

�
�　

首
長
会
で
あ
り
ま
し
て
、

そ
の
辺
に
つ
い
て
は
承
諾
を
も

ら
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

環
境
省
に
対
し
て
申
請
は
ま
だ

し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

�
�　

来
年
度
の
予
算
編
成
が

済
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考

え
、
時
間
的
に
な
か
っ
た
と
理

解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�
�　

町
当
局
あ
る
い
は
議
会

だ
け
勝
手
に
や
っ
て
町
民
の
こ

と
を
考
え
て
な
い
と
言
わ
れ
て

し
ま
う
。
町
は
昨
年
は
３
月
に

説
明
会
を
今
年
は
や
ら
な
い
。

要
す
る
に
や
る
気
が
な
か
っ
た
。

　

共
立
湊
病
院
は
国
立
公
園
法

の
区
域
内
な
の
で
う
ま
く
建
て

増
し
が
で
き
な
い
と
い
う
話
は

聞
い
て
お
り
ま
す
。
解
除
す
る

こ
と
で
湊
病
院
の
施
設
の
拡
充

が
で
き
る
。
国
立
公
園
か
ら
の

解
除
の
申
請
は
あ
る
の
か
。

�
�　

広
報
が
隔
月
に
な
り
町

民
に
対
す
る
周
知
の
機
会
が
少

な
く
な
る
。
今
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
時
代
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
周
知
す
る
と
い
う
形
が
あ

る
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、

更
新
の
度
合
い
が
１
週
間
に
１

回
あ
る
か
な
い
か
で
す
。
こ
れ

か
ら
各
課
が
１
週
間
に
１
回
更

新
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
職
員

自
体
も
勉
強
す
る
、
自
分
の
担

当
課
の
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
く

な
る
と
思
い
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
更
新
を
す
る
こ
と
で
、
町

民
に
対
し
て
説
明
に
も
な
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。

町
長
の
政
治
姿
勢

職
員
の

 

職
務
活
性
化
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藤田喜代治議員

�
�　

収
入
役
の
ポ
ス
ト
に
つ

い
て
検
討
し
た
の
か
。

�
�　

法
律
上
四
年
間
の
任
期

が
あ
る
の
で
、
今
回
検
討
し
て

い
な
い
。

�
�　

任
期
が
切
れ
た
ら
、又
、

空
席
に
な
っ
た
ら
収
入
役
を
置

か
な
い
条
例
に
す
べ
き
。

�
�　

平
成
十
九
年
の
任
期
満

了
後
は
置
か
な
い
考
え
で
す
。

�
�　

補
助
金
の
カ
ッ
ト
に
つ

い
て
、
当
事
者
に
納
得
の
い
く

�
�　

各
課
の
補
助
金
評
価
表

を
も
と
に
、
妥
当
な
の
か
を
基

準
に
判
断
し
た
。
数
字
的
こ
と

は
事
務
方
よ
り
聞
い
て
い
る
。

具
体
的
内
容
に
つ
い
て
、私
は
、

説
明
を
受
け
て
い
な
い
。

�
�　

当
事
者
に
充
分
説
明
し

て
い
る
の
か
た
ず
ね
て
い
る
。

各
課
局
に
確
認
し
て
い
る
か
。

�
�　

確
認
し
て
い
な
い
。

�
�　

み
な
み
の
桜
と
菜
の
花

ま
つ
り
は
、
観
光
客
は
増
え
て

い
る
が
、
こ
れ
以
外
の
期
間
は

観
光
客
が
減
少
し
て
い
る
。
原

因
の
一
つ
に
ジ
ャ
ン
グ
ル
パ
ー

ク
の
閉
園
が
影
響
し
て
い
る
。

岩
崎
産
業
と
の
接
点
が
全
く
な

い
の
か
。

�
�　

接
点
は
一
切
あ
り
ま
せ

ん
。財
政
事
情
を
見
た
と
き
に
、

買
え
る
財
政
で
な
い
。

�
�　

買
う
と
か
買
わ
な
い
と

か
聞
い
て
い
る
の
で
は
な
い
。

例
え
ば
、
上
の
駐
車
場
を
開
放

し
て
も
ら
う
な
ど
、
話
合
い
を

し
た
く
て
も
、
接
点
が
一
切
な

い
の
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

接
点
が
な
い
こ
と
自
体
が
大
問

題
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
ど
う
し

よ
う
か
と
い
う
考
え
を
持
っ
て

い
な
い
こ
と
も
大
問
題
だ
。

　

先
方
と
の
接
点
づ
く
り
を
、

早
急
に
す
べ
き
で
あ
る
。

説
明
を
充
分
し
て
き
た
の
か
。

�
�　

武
道
館
の
使
用
料
は
、

青
少
年
の
育
成
の
面
か
ら
も
現

状
維
持
を
し
、
メ
リ
ハ
リ
の
効

い
た
予
算
編
成
で
対
処
す
べ
き

だ
。
又
、
今
後
は
関
係
者
と
良

く
話
合
い
を
重
ね
て
い
く
よ
う

に
し
て
も
ら
い
た
い
。

�
�　

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

�
�　

石
廊
崎
沖
の
巻
き
網
の

違
反
操
業
は
常
習
化
し
て
い
る
。

実
態
は
、
検
挙
し
て
も
行
政
処

分
が
軽
い
の
で
、
違
反
操
業
を

繰
り
返
す
。
法
整
備
も
含
め
、

国
県
に
解
決
を
求
め
る
陳
情
を

す
べ
き
だ
。

�
�　

先
方
に
は
、
議
会
の
方

で
新
た
な
動
き
が
あ
る
も
の
で
、

�
�　

あ
な
た
は
、
町
民
の
多

く
を
失
望
さ
せ
、
議
会
に
は
議

会
無
視
を
続
け
て
き
た
た
め
に
、

信
頼
さ
れ
ず
、
今
異
常
な
状
態

で
あ
り
ま
す
。　

月
議
会
で
、

１２

同
僚
議
員
の
「
町
長
を
や
め
な

さ
い
」
と
の
発
言
に
「
や
め
な

い
」
と
答
弁
し
た
。
そ
の
後
、

私
は
、「
政
治
家
の
出
処
進
退

は
も
う
一
度
お
考
え
に
な
っ
た

方
が
よ
ろ
し
い
で
す
よ
」
と
促

し
た
。
考
え
た
様
子
が
伺
え
な

い
。
私
は
今
回
で
最
後
の
一
般

質
問
の
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

一
言
だ
け
申
し
上
げ
ま
す
。「
岩

田
篤
君
、
君
は
町
長
を
辞
め
た

ま
え
。」

　

以
上
で
私
の
質
問
を
終
わ
り

ま
す
。

�
�　

財
政
再
建
の
中
で
平
等

に
と
い
う
形
で
、
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

窓
口
を
開
い
て
く
れ
ま
せ
ん
か

と
い
う
こ
と
で
お
願
い
を
し
て

お
き
ま
す
。
電
話
を
い
れ
て
で

き
る
だ
け
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
れ

る
よ
う
な
形
を
つ
く
れ
れ
ば
と

そ
う
考
え
て
お
り
ま
す
。

行
財
政
改
革

�

�
�
�
�
�
�

予
算
編
成

産
業
振
興
に

 

つ
い
て

政
治
姿
勢
に
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保 坂 好 明議員

�
�　

こ
の
議
会
で
議
論
す
る

予
算
は
、
町
民
の
皆
様
が
住
民

投
票
に
よ
り
自
律
の
町
を
選
択

さ
れ
、
南
伊
豆
町
が
更
な
る
発

展
を
遂
げ
る
礎
と
な
る
こ
と
か

ら
、町
長
の
施
政
方
針
を
伺
い
、

国
庫
補
助
負
担
金
廃
止
の
影
響

は
大
き
く
、
聖
域
と
さ
れ
た
福

祉
・
教
育
の
分
野
ま
で
廃
止
の

対
象
と
な
っ
た
こ
と
は
理
解
す

る
が
、
受
け
身
だ
け
の
姿
勢
で

な
く
、
地
方
自
治
の
根
幹
を
揺

る
が
す
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
や
県
に
要
望
や
意
見
を
述
べ

る
行
動
を
し
て
い
る
の
か
？

�
�　

三
割
自
治
に
於
い
て
な

か
な
か
行
動
は
と
れ
な
か
っ
た
。

�
�　

他
地
域
の
首
長
と
連
携

を
図
り
国
や
県
に
実
情
を
訴
え

�
�　

町
村
会
で
は
議
題
に
も

な
ら
な
か
っ
た
。

�
�　

町
の
責
任
者
で
あ
れ
ば

そ
の
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
必
要

で
あ
っ
た
と
申
し
て
お
き
ま
す
。

で
は
、
新
年
度
予
算
策
定
の
基

本
理
念
と
目
標
を
伺
い
た
い
。

�
�　

公
平
・
公
正
の
中
で
、

町
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
し
な
い

予
算
編
成
を
す
る
。

�
�　

予
算
作
成
の
プ
ロ
セ
ス

は
、
政
治
家
で
あ
る
町
長
が
基

本
理
念
・
目
標
を
上
げ
、
そ
の

考
え
に
基
づ
き
編
成
作
業
を
行
っ

て
い
く
と
理
解
す
る
。
そ
の
施

�
�　

来
年
度
か
ら
は
、
そ
の

よ
う
に
方
針
を
変
え
た
い
。

�
�　

予
算
編
成
時
の
町
長
指

示
は
文
書
通
達
で
行
っ
て
い
る

と
思
う
が
、
如
何
で
す
か
？

�
�　

文
書
通
達
は
し
て
な
い
。

�
�　

答
弁
か
ら
、
町
長
の
意

思
が
予
算
へ
、
ど
の
よ
う
な
形

で
反
映
さ
れ
て
い
る
か
？
部
課

局
か
ら
ス
リ
ム
化
し
た
も
の
を

単
に
編
成
し
て
い
る
の
で
は
？

�
�　

頭
が
こ
ん
が
ら
が
っ
て

大
変
失
礼
し
た
。
通
達
は
出
し

て
い
る
。

�
�　

初
め
て
の
経
験
で
は
な

い
の
で
、明
確
な
答
弁
を
願
う
。

そ
し
て
自
律
の
町
づ
く
り
促
進

か
ら
、
従
来
型
の
歳
出
中
心
か

ら
、
財
源
の
確
保
が
非
常
に
大

切
で
あ
る
が
、
そ
の
施
策
は
？

�
�　

観
光
立
町
で
あ
り
、
即

�
�　

財
源
確
保
の
施
策
・
政

策
を
伺
っ
て
い
る
の
だ
が
？

�
�　

町
の
活
性
化
の
予
算
と

し
て
、
足
湯
と
か
、
小
さ
な
こ

と
は
や
っ
て
い
る
。

�
�　

石
廊
崎
ジ
ャ
ン
グ
ル

パ
ー
ク
の
現
状
と
課
題
が
、
賀

茂
郡
の
南
推
協
で
取
り
上
げ
ら

れ
た
と
伺
っ
て
い
る
が
？

�
�　

記
憶
が
定
か
で
な
い
が
、

議
題
に
な
っ
た
と
思
う
。

�
�　

こ
の
重
要
な
課
題
が
、

そ
の
程
度
の
認
識
で
は
情
け
な

い
。
そ
の
後
、
岩
崎
産
業
�
と

は
ど
の
よ
う
な
関
係
か
？

�
�　

連
絡
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�
�　

代
表
者
へ
の
連
絡
は
、

又
、
過
去
の
経
緯
か
ら
町
へ
の

影
響
は
大
き
い
。
町
の
責
任
者

と
し
て
先
方
へ
理
解
を
求
め
る

説
明
な
ど
、
細
か
な
配
慮
が
足

り
な
か
っ
た
の
で
は
？

�
�　

確
か
に
一
理
あ
り
、
反

省
の
念
は
も
っ
て
い
る
。
結
果

的
に
し
か
た
な
か
っ
た
。

�
�　

一
連
の
言
動
か
ら
、
一

市
二
町
の
合
併
推
進
で
は
「
退

路
を
断
っ
て
政
治
生
命
を
か
け

て
取
り
組
む
」
と
発
言
し
、
結

果「
あ
れ
は
つ
い
言
葉
が
出
た
」

と
…
一
市
一
町
で
は
「
政
治
の

大
道
」
と
発
言
し
、
結
果
「
数

の
暴
力
」
だ
と
。

　

以
上
、
政
治
家
と
し
て
経
営

者
と
し
て
の
資
質
に
欠
け
る
。

る
こ
と
が
町
長
の
使
命
と
責
任

だ
と
思
う
が
？

政
方
針
が
議
会
開
催
の
当
日
配

付
で
は
、
一
般
質
問
も
含
め
、

そ
の
姿
勢
を
質
し
た
り
、
議
論

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
も
っ

と
早
く
出
せ
な
い
か
？

新
年
度
予
算
と
行
財
政
改
革

町
長
の

 
政
治
姿
勢
に 

 

つ
い
て

効
性
が
な
い
の
で
、
行
政
を
ス

リ
ム
化
す
る
。
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�
�　

予
算
総
額
四
十
二
億
四

千
八
百
万
円
は
前
年
よ
り
六
億

七
千
七
百
万
円
の
予
算
減
額
で

あ
る
。
経
常
経
費
の
削
減
は
難

し
い
が
、
こ
の
点
に
つ
き
、
当

局
の
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

�
�　

経
常
経
費
の
削
減
に
つ

き
ま
し
て
は
、
自
律
の
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
行
財
政
改
革
を
推

進
し
、
平
成
十
七
年
度
に
反
映

し
た
額
が
補
助
金
を
含
め
、
人

件
費
等
で
一
億
四
千
三
百
万
円

の
削
減
と
な
り
ま
し
た
。
経
常

経
費
の
急
激
な
削
減
は
大
変
難

し
く
、
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。

補
助
金
削
減
等
に
よ
り
町
民
の

皆
様
に
痛
み
が
伴
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

�
�　

予
算
編
成
に
お
い
て
苦

労
し
た
点
は
な
に
か
。

�
�
�
�　

財
源
の
確
保
が
非

常
に
厳
し
か
っ
た
。

�
�　

将
来
的
に
も
新
年
度
と

同
様
な
額
の
投
資
的
経
費
し
か

用
意
で
き
な
い
と
す
る
と
、
町

内
の
経
済
に
多
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
と
考
え
る
が
こ
の
辺
の
考

え
を
お
聞
き
し
た
い
。

�
�　

今
の
ま
ま
の
推
移
で
い

く
な
ら
ば
、
か
な
り
負
担
は
大

き
く
な
る
と
考
え
ま
す
。

�
�　

六
億
七
千
七
百
万
円
の

縮
減
予
算
で
も
財
源
不
足
が
一

億
七
千
九
百
万
円
も
あ
り
、
財

政
調
整
基
金
か
ら
繰
入
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
。

�
�
�
�　

新
年
度
も
財
調
繰

入
金
を
な
る
べ
く
使
わ
な
い
形

で
努
力
致
し
ま
し
た
が
、
一
億

七
千
九
百
万
円
を
繰
り
出
し
た

中
で
の
予
算
編
成
と
な
っ
た
。

�
�　

財
政
調
整
基
金
も
底
を

突
き
、
平
成
十
七
年
度
規
模
の

予
算
を
組
む
に
は
来
年
度
は
非

常
の
厳
し
い
が
商
工
観
光
費
等

の
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い

て
再
度
質
問
致
し
ま
す
。

�
�　

補
助
金
削
減
に
つ
い
て

は
非
常
に
痛
み
を
伴
う
も
の
で

す
が
、
団
体
自
身
の
更
な
る
組

織
や
費
用
等
の
見
直
し
等
、
自

助
努
力
等
に
期
待
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
少
な
か
ら
ず
影
響

が
あ
る
と
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　

観
光
協
会
等
に
つ
い
て
は
、

職
員
の
派
遣
等
を
考
え
て
お
り
、

側
面
か
ら
少
し
で
も
援
助
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

�
�　

共
立
湊
病
院
の
耐
用
年

数
は
あ
と
十
年
程
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
建
て
替
え
に
は
約
七

十
億
円
の
資
金
が
必
要
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
南
伊
豆

町
の
負
担
は
数
億
円
か
ら
数
十

億
円
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
こ
れ

に
対
す
る
手
当
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

�
�　

現
在
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
検
討
を
依
頼
し
て
お
り
、

答
弁
は
差
し
控
え
た
い
。

�
�　

議
会
の
行
財
政
改
革
特

別
委
員
会
調
査
報
告
書
に
つ
い

て
、
当
局
は
ど
の
よ
う
な
認
識

を
し
て
い
る
の
か
を
質
問
い
た

し
ま
す
。
ち
な
み
に
私
は
、
報

告
書
に
は
反
対
を
表
明
い
た
し

ま
し
た
。
質
問
事
項
は
議
員
定

数
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
四
年

か
ら
二
名
削
減
し
て
十
名
と
す

る
。
常
勤
特
別
職
の
報
酬
は
平

成
十
七
年
度
か
ら
二
十
％
削
減
・

�
�　

本
当
に
厳
し
い
質
問
で

す
が
町
長
の
報
酬
は
報
酬
審
議

会
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

�
�　

公
共
下
水
道
事
業
は
見

直
し
が
可
能
か
。

�
�
�
�
�　

事
業
の
見
直
し

は
現
実
に
は
非
常
に
厳
し
い
。

議
員
歳
費
は
平
成
十
七
年
度
か

ら
十
％
削
減
。
自
律
、
み
ず
か

ら
を
律
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る

な
ら
ば
、
職
員
が
出
張
手
当
や

時
間
外
手
当
を
削
減
し
て
い
る

こ
と
を
考
え
た
と
き
に
み
ず
か

ら
を
律
し
、
身
を
切
ら
な
け
れ

ば
改
革
は
絵
に
描
い
た
餅
に
す

ぎ
な
い
。

新
年
度
予
算
案

行
財
政
改
革
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漆 田　 修議員

�
�　

昨
年
は
三
位
一
体
改
革

の
年
で
、
合
併
に
翻
弄
さ
れ
た

年
で
も
あ
っ
た
。
予
算
策
定
の

最
終
局
面
ま
で
交
付
税
額
が
不

確
定
な
ま
ま
、
当
局
と
議
会
の

行
革
議
論
も
円
滑
さ
に
欠
け
、

最
終
編
成
に
入
っ
た
こ
と
も
誠

に
遺
憾
で
あ
る
。
改
革
の
目
標

が
分
散
型
社
会
に
社
会
目
標
を

転
換
す
る
こ
と
に
あ
り
、
又
地

方
分
権
に
あ
る
の
は
、
住
民
に

生
活
と
社
会
形
成
の
権
限
を
付

与
す
る
こ
と
で
あ
る
。
又
改
革

の
機
軸
に
は
財
源
配
分
の
見
直

し
が
位
置
付
け
ら
れ
る
べ
き
。

私
達
の
地
域
社
会
か
ら
調
達
す

る
地
方
税
に
財
源
を
依
拠
す
る

よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
己
の

財
布
で
あ
る
財
政
の
自
己
決
定

を
確
立
す
る
事
が
出
来
な
い
。

　

其
の
意
味
で
税
源
移
譲
が
基

軸
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
と
、

改
革
の
正
し
い
問
題
提
起
と
は

言
え
な
い
。
国
の
こ
の
一
連
の

動
き
は
当
局
も
承
知
し
て
い
る

と
思
う
が
、
行
財
政
改
革
提
案

を
町
長
は
ど
う
捉
え
個
別
施
策

に
対
す
る
認
識
は
如
何
か
？

終
的
に
四
課
二
局
は
良
い
と
思

う
が
、
庁
舎
レ
イ
ア
ウ
ト
の
問

題
や
統
括
す
る
人
材
問
題
な
ど

現
時
点
で
は
難
し
く
、
今
後
の

話
し
合
い
の
中
で
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
た
い
と
考
え
る
。

�
�　

地
方
自
治
体
の
使
命
は

地
域
住
民
の
意
思
決
定
に
基
づ

く
サ
ー
ビ
ス
供
給
が
任
務
で
あ

る
が
、地
方
分
権
一
括
法
に
よ
っ

て
歳
出
の
自
治
問
題
も
緩
和
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
一
方
歳
入
の
自

治
は
税
源
移
譲
と
納
税
は
逆
転

配
分
さ
れ
て
い
る
。
歳
入
の
自

治
を
取
り
戻
す
為
に
移
譲
を
な

し
遂
げ
る
事
が
、
分
権
改
革
を

完
成
さ
せ
る
事
で
あ
る
。

�
�　

経
済
の
低
迷
。
町
税
収

の
減
、
高
齢
化
や
少
子
化
に
よ

る
過
疎
化
の
進
行
。
三
位
一
体

改
革
に
よ
る
国
庫
補
助
金
及
び

地
方
交
付
税
の
削
減
、
税
源
移

譲
の
先
細
り
等
に
よ
る
財
政
状

混
の
厳
し
い
中
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
防
ぐ
よ
う
改
革
を

徹
底
し
、
地
域
住
民
と
の
協
働

に
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
実
施

す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
理
想

と
は
程
遠
い
が
、
住
民
に
も
町

の
こ
と
を
理
解
し
て
頂
き
、
自

助
、
共
助
、
公
助
の
精
神
か
ら

�
地
域
で
出
来
る
事
は
地
域
で
�

と
い
う
自
主
性
・
自
立
性
を
育

て
住
民
と
行
政
と
の
協
働
の
自

治
体
を
求
め
る
べ
き
だ
。

�
�　

当
局
改
革
と
委
員
会
案

の
突
き
合
わ
せ
は
三
回
程
実
施

し
て
い
る
が
、
今
後
、
町
は
議

会
と
情
報
を
共
有
し
、
協
議
・

検
討
し
て
い
く
事
が
住
民
に
と
っ

て
プ
ラ
ス
に
な
る
と
考
え
る
。

�
�　

も
っ
と
具
体
的
に

�
�　

機
構
改
革
は
本
当
に
や

る
気
に
な
れ
ば
出
来
る
と
い
う

の
が
実
感
だ
。
し
か
し
住
民
各

層
の
感
覚
も
検
討
す
べ
き
、
最

�
�　

概
念
的
抽
象
的
で
理
解

で
き
な
い
。
具
体
的
に
夢
を
持

た
せ
る
様
な
話
を

�
�　

受
動
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
享
受
意
識
の
変
革
を
先
ず

町
民
に
理
解
し
て
頂
き
、
そ
の

次
に
お
互
い
に
話
し
合
い
乍
ら

案
を
造
っ
て
い
く
の
が
ベ
タ
ー

と
考
え
る
。
あ
な
た
の
持
論
や

指
摘
は
理
解
し
て
い
る
が
今
は
、

基
礎
を
固
め
る
時
と
思
う
。

�
�　

行
政
改
革
や
自
治
体
経

営
の
科
学
的
管
理
法
は
便
益
性

と
福
祉
性
の
高
い
も
の
か
ら
順

次
降
ろ
し
、
経
済
性
、
効
率
性
、

効
果
性
を
み
た
行
政
・
政
策
経

営
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

　

先
の
合
併
問
題
や
今
般
の
施

政
方
針
で
も
、�
国
の
流
れ
に

則
し
て
�
と
か
�
県
の
流
れ
�

の
表
現
が
あ
る
が
、
高
い
識
見

と
高
度
な
理
解
度
が
今
こ
そ
望

ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
？
即
ち

当
町
独
自
の
自
律
性
の
問
題
で

あ
る
。
今
望
ま
れ
る
当
町
の
理

想
の
自
治
体
像
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
？

！ ！

！ ！

予
算
編
成
と
行
財
政
改
革
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�
�　

四
課
二
局
を
目
指
し
、

段
階
的
に
進
め
て
い
く
と
い
う

考
え
で
、
よ
ろ
し
い
か
。

�
�　

目
標
と
し
て
、
四
課
二

局
と
い
う
こ
と
で
す
。

�
�　

今
回
統
廃
合
し
た
課
の

ね
ら
い
を
聞
き
た
い
。

�
�　

住
民
課
と
税
務
課
の
統

合
で
、
住
民
票
、
戸
籍
謄
本
、

所
得
証
明
書
な
ど
、
一
つ
の
窓

口
で
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き

る
。
税
の
申
告
期
や
転
出
入
の

多
い
時
期
な
ど
、
ス
ク
ラ
ッ
チ

体
制
が
組
め
る
。
建
設
課
、
下

水
道
課
、
農
林
水
産
課
の
統
合

で
、
技
師
を
集
中
し
、
事
務
処

理
の
効
率
が
図
れ
る
。
観
光
と

結
び
つ
け
た
産
業
振
興
を
図
る

為
、
商
工
観
光
課
と
農
林
水
産

課
を
統
合
し
た
い
。
両
課
と
も

イ
ベ
ン
ト
が
多
く
、
特
に
ス
ク

ラ
ッ
チ
体
制
の
メ
リ
ッ
ト
が
出

や
す
い
と
考
え
て
い
る
。

�
�　

新
西
伊
豆
町
で
新
た
に

徴
収
室
を
つ
く
っ
た
。
東
伊
豆

町
で
は
徴
収
課
を
つ
く
っ
て
い

る
。
町
長
は
徴
税
徴
収
に
力
を

入
れ
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
課

長
の
守
備
範
囲
を
広
げ
て
大
丈

夫
な
の
か
。

�
�
�
�　

徴
収
課
、
徴
収
室

の
設
置
は
承
知
し
て
い
る
が
、

我
が
町
で
は
、
組
織
的
に
も
、

職
員
数
か
ら
も
、
ま
た
、
現
年

度
分
で
ほ
ぼ
徴
収
率
を
達
成
し

た
こ
と
も
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。

�
�　

地
区
の
担
当
制
、
講
習

会
等
に
よ
る
力
量
ア
ッ
プ
、
一

般
職
の
任
期
付
の
徴
収
職
員
と

い
う
形
を
と
る
な
か
で
、
消
化

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

�
�　

財
源
の
確
保
と
税
負
担

の
公
平
性
を
目
指
す
と
い
う
こ

と
か
ら
も
、
他
に
ど
の
よ
う
な

徴
収
の
方
策
を
考
え
て
い
る
か
。

�
�　

全
職
員
で
の
徴
収
の
継

続
と
、
納
税
の
義
務
と
い
う
こ

と
を
啓
蒙
し
て
い
き
た
い
。

�
�　

課
長
ワ
ー
キ
ン
グ
、
講

習
会
等
に
よ
る
力
量
ア
ッ
プ
、

あ
る
い
は
強
制
執
行
等
の
考
え

を
聞
き
た
い
。

�
�
�
�　

課
内
の
職
員
研
修

を
常
に
行
い
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
図
る
。
現
在
税
務
課
職
員
十

名
、
五
組
で
の
滞
納
整
理
が
、

課
が
統
合
す
れ
ば
、
人
数
が
増

え
る
の
で
、
ス
ク
ラ
ッ
チ
体
制

が
充
実
で
き
る
と
思
う
。
助
役

を
本
部
長
と
し
た
職
員
七
十
六

名
体
制
に
よ
る
町
税
特
別
滞
納

整
理
班
に
よ
る
臨
宅
徴
収
を
実

施
し
、
成
果
が
あ
っ
た
。
県
を

中
心
に
し
て
税
務
勉
強
会
を
実

施
し
て
い
る
。
今
年
度
は
二
名

差
し
押
さ
え
し
た
。

�
�　

越
後
湯
沢
方
式
で
大
変

な
成
果
を
み
て
い
る
と
い
う
。

賀
茂
圏
域
で
は
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
る
か
。

�
�
�
�
�

新
潟
県
湯
沢
町
で
、

都
税
事
務
所
等
の
Ｏ
Ｂ
と
契
約

し
、
都
内
の
滞
納
整
理
に
大
き

な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
現
在

下
田
市
を
含
め
、
五
町
で
検
討

し
て
い
る
。

�
�　

検
査
管
理
室
設
置
に
は

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
か
。

�
�　

組
織
機
構
見
直
し
に
伴

い
、
専
門
検
査
担
当
係
新
設
設

置
案
も
含
め
、
検
討
し
た
が
、

人
員
等
の
問
題
で
新
設
置
は
難

し
く
、
現
行
ど
お
り
各
課
で
対

応
す
る
体
制
し
か
で
き
な
い
。

�
�
�
�　

専
門
検
査
部
門
の

設
置
等
の
必
要
性
は
十
分
に
感

じ
て
い
る
が
、
庁
内
全
体
の
人

員
配
置
の
問
題
で
非
常
に
難
し

い
現
状
で
あ
る
。
今
後
、
検
査

管
理
体
制
に
つ
い
て
も
、
設
計

施
工
に
し
て
も
、
他
の
担
当
者

が
検
査
等
を
行
い
、
互
い
に

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
体
制
を
検
討

し
て
い
る
。

�
�
�
�

組
織
機
構
の
見
直
し
に
つ
い
て
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�
�　

共
立
湊
病
院
組
合
で
は
、

建
設
検
討
委
員
会
が
立
ち
上
げ

ら
れ
て
協
議
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
が
、
現
病
院
の
地
域
を
半

島
先
端
に
生
活
す
る
住
民
の
医

療
要
求
に
応
え
る
た
め
、
有
効

に
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
。
南

伊
豆
町
と
し
て
、
こ
の
地
域
を

医
療
の
最
重
点
基
地
と
し
て
位

置
付
け
、
国
立
公
園
法
見
直
し

の
申
請
手
続
き
を
行
う
べ
き
。

�
�　

共
立
湊
病
院
用
地
を
、

�
�　

申
請
の
準
備
に
着
手
す

べ
き
。南
伊
豆
町
民
に
と
っ
て
、

病
院
の
移
転
は
と
ん
で
も
な
い

こ
と
、
医
療
・
福
祉
の
拠
点
の

位
置
付
け
で
取
り
組
む
べ
き
。

�
�　

合
併
と
い
う
こ
と
で
こ

れ
ま
で
き
た
こ
と
は
事
実
。
単

�
�　

答
え
に
な
っ
て
な
い
。

�
�　

観
光
立
町
を
位
置
付
け

他
は
一
律
二
割
カ
ッ
ト
ぐ
ら
い

で
進
め
た
。
お
互
い
に
痛
み
を

分
か
ち
合
う
と
言
う
の
が
わ
た

し
の
考
え
。
最
初
か
ら
単
独
で

や
っ
た
以
上
こ
う
な
る
と
言
っ

て
い
た
。

�
�　

議
会
行
革
委
員
会
は
、

子
育
て
支
援
・
高
齢
者
対
策
・

産
業
振
興
は
、
活
気
あ
る
町
づ

く
り
に
欠
か
せ
な
い
と
提
言
し

た
が
、
敬
老
祝
い
金
が
バ
ッ
サ

リ
切
ら
れ
て
い
る
。
復
活
す
べ

き
だ
。教
育
委
員
会
関
連
で
は
、

給
食
に
民
間
委
託
な
ど
と
し
て

い
る
削
除
す
べ
き
。
施
設
使
用

�
�
�　

調
理
場
の
統
合
は
動

い
て
い
る
が
、
民
間
委
託
の
方

針
は
な
く
削
除
を
検
討
す
る
。

武
道
館
使
用
料
は
、
条
例
通
り

の
徴
収
を
す
る
と
い
う
事
。

�
�　

プ
ロ
セ
ス
で
な
く
考
え

方
を
聞
い
て
い
る
。

�
�　

各
課
で
分
析
作
業
を
行

い
、
無
駄
な
物
削
除
で
き
る
も

の
を
抽
出
し
て
や
る
の
が
ベ

タ
ー
。
大
綱
を
作
っ
て
取
り
組

め
ば
良
い
の
か
な
と
い
う
考
え

だ
。

�
�　

行
革
を
や
っ
て
そ
し
て

地
区
懇
談
会
と
考
え
て
い
る
。

�
�　

町
長
が
提
案
し
た
行
革

の
内
容
は
、
受
動
的
で
自
律
の

町
づ
く
り
を
や
る
気
概
が
感
じ

ら
れ
な
い
。
予
算
編
成
で
重
視

し
た
点
は
何
か
。

�
�　

予
算
編
成
方
針
朗
読

�
�　

方
針
は
昨
日
聞
い
た
。

考
え
方
を
聞
い
て
い
る
。

�
�　

県
の
動
き
が
あ
り
、
行

政
セ
ン
タ
ー
が
廃
止
さ
れ
る
な

ど
…
。

�
�　

施
政
方
針
の
地
区
懇
は

合
併
の
問
題
で
情
報
提
供
・
説

明
責
任
を
果
た
す
。
と
書
い
て

あ
る
で
は
な
い
か
。
合
併
し
な

い
か
ら
こ
う
な
っ
た
と
見
せ
し

め
的
な
予
算
編
成
を
住
民
に
突

き
つ
け
、
住
民
の
言
葉
を
聞
く

と
い
う
が
、
住
民
投
票
の
時
に

は
資
料
も
出
さ
ず
説
明
も
せ
ず

投
票
を
さ
せ
、矛
盾
し
て
い
る
。

�
�　

要
す
る
に
合
併
の
た
め

の
地
区
懇
談
会
で
、
と
ん
で
も

な
い
事
だ
。
住
民
が
自
分
の
町

を
守
る
と
い
う
選
択
を
理
解
し

て
な
い
。
岩
田
篤
氏
は
、
内
容

の
点
で
も
姿
勢
の
点
で
も
町
長

職
に
留
ま
る
べ
き
で
は
な
い
。

医
療
・
福
祉
の
充
実国

立
公
園
法
第
二
種
特
別
地
域

か
ら
普
通
地
域
へ
の
変
更
だ
が
、

現
状
で
は
、
新
築
に
公
園
法
の

制
限
が
あ
る
。
変
更
は
一
番
と

思
う
。
次
の
見
直
し
ま
で
に
申

請
を
と
考
え
て
い
る
。

自
律
の
ま
ち
づ
く
り
と

 

行
財
政
改
革
の
町
長
の
基
本
的
考
え
方

独
を
選
ぶ
以
上
行
財
政
改
革
を

と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
て
出
来
る
事
か
ら
進

め
よ
う
と
十
月
二
十
五
日
に
指

示
し
た
。

料
の
値
上
げ
が
押
し
付
け
的
に

決
め
ら
れ
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
合

で
も
合
併
し
な
か
っ
た
か
ら
こ

う
い
う
状
況
だ
と
い
う
事
が
関

係
者
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
。
ど

う
い
う
こ
と
か
。
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卒
業
式
・
入
学
式
に
合
わ
せ

た
か
の
よ
う
に
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

の
開
花
が
始
ま
り
、
あ
っ
と
い

う
間
に
葉
桜
の
季
節
と
な
り
ま

し
た
。

　

本
誌
が
発
刊
の
頃
は
紆
余
曲

折
の
末
の
町
長
選
挙
も
終
盤
に

差
し
か
か
っ
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
昨
年
の
六
月
定
例
議

会
に
於
て
下
田
市
と
の
合
併
否

決
、そ
し
て
十
月
の
住
民
投
票
、

こ
の
三
月
予
算
議
会
で
の
町
長

辞
任
と
町
政
局
は
め
ま
ぐ
る
し

く
動
い
て
き
た
。
一
方
に
お
い

て
、
住
民
生
活
や
経
済
は
ま
っ

た
な
し
に
自
律
活
動
を
続
け
て

い
る
。
編
集
後
記
の
趣
旨
か
ら

少
し
は
ず
れ
る
が
、
議
会
人
と

し
て
地
域
住
民
は
今
、
何
を
行

政
・
議
会
に
求
め
て
い
る
の
か

良
く
見
極
め
、
巷
間
言
わ
れ
て

い
る
当
局
と
議
会
の
対
立
構
造

は
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。
再
生
の
町
、

南
伊
豆
を
目
途
し
て
、
各
々
が

其
の
立
場
で
努
力
す
る
こ
と
が
、

今
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

と
思
慮
さ
れ
る
。
本
当
の
春
ら

し
い
春
を
切
に
実
感
し
た
い
も

の
で
あ
る
。 

（
う
る
）
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２月５日　みなみの桜と菜の花まつりオープニング
２月８日　まちづくり特別委員会
２月９日　行財政改革特別委員会
２月１７日～１８日　塩尻市議会との交流会
２月２１日　消防組合議会２月定例会
２月２１日　伊豆つくし学園組合議会２月定例会
２月２２日　静岡県町村議会議長会理事会
２月２２日　南豆衛生プラント組合議会２月定例会
２月２３日　共立湊病院組合議会２月定例会
２月２３日　例月出納監査及び備品監査
２月２４日　国保運営協議会
２月２５日　交通災害共済組合定例会
２月２８日　第２回臨時町議会
２月２８日　全員協議会
２月２８日　まちづくり特別委員会

３月１日　議会運営委員会
３月４日　郵政まちづくり協議会
３月８日～１８日　３月定例議会
３月１０日　まちづくり特別委員会
３月１３日　菜の花ツーデーマーチ
３月１４日　まちづくり特別委員会
３月１６日　第１常任委員会
３月１７日　図書館協議会
３月２２日　例月出納監査
３月２３日　路線バス問題対策協議会
３月２３日　第１第２常任委員会・全員協議会
３月２５日　賀茂郡議長会
３月２９日　第３回臨時町議会
３月３１日　社会福祉協議会理事会・評議委員会

４月１日　消防団入団式
４月１日　監査委員会議
４月１３日　広報編集委員会
４月１３日　まちづくり特別委員会
４月１４日　町長・助役離任式
４月１９日　例月出納監査
４月２２日　静岡県町村議会議長会臨時総会
４月２２日　南伊豆町老人福祉大会
４月２８日　まちづくり特別委員会
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口
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会
一
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メ
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